
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

東
京
・
目
黒
区
、
千
葉
県
野
田
市
で
の
幼
い
命
が
守
れ 

な
か
っ
た
、
痛
ま
し
い
虐
待
死
事
件
を
受
け
て
、
今
年
６

月
の
国
会
で
、
児
童
強
化
を
図
る
児
童
福
祉
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。
豊
田
市
で
は
、
平

成
２
９
年
度
児
童
虐
待
死
亡
事
例
に
つ
い
て
、
外
部
検
証

委
員
会
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

児
童
虐
待
検
証
委
員
会
の
提
言
を 

踏
ま
え
た
虐
待
防
止
対
策
の
充
実 

 

虐
待
防
止
対
策
は
、
ど
う
図
ら
れ
る
か
の
質
問
に
、
外

部
検
証
委
員
会
か
ら
、
虐
待
の
発
生
予
防
お
よ
び
早
期
発

見
、
多
胎
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充
実
な
ど
、
５
項
目
の

提
言
が
出
さ
れ
、
体
制
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。 

   

学
校
に
お
い
て
は
、
相
談
支
援
の
し
く
み
が
必
要
と
さ

れ
、
学
校
で
活
動
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
福
祉
の
専
門
性
を
有
し
、
貧
困
、
障
が
い
、
虐
待
な

ど
家
庭
の
状
況
か
ら
、
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
保
障
す

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
う
人
材
で
、
文
科
省
は
全
中

学
校
区
へ
の
配
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

相
談
事
例
の
増
加
や
、
複
雑
化
、
長
期
化
す
る
中
、
ス 

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
相
談
支
援
の
強
化

 ９月市議会の一般質問で、日本共産党の根本みはる市議は、「児童虐待防止の対策とスクール

ソーシャルワーカーの増員、児童相談所の設置」を求めて、市当局の姿勢をただしました。 

こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
り 

 

 

８
月
３
０
日
か
ら
３
日
間
、
豊
田

市
平
和
を
願
う
戦
争
展
が
豊
田
産

業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
３
日
間
の
開
催
は
、
豊
田
で
は

初
め
て
で
し
た
が
、
会
期
中
１
４
０

０
名
を
超
え
る
市
民
が
訪
れ
ま
し

た
。
協
賛
企
画
の
催
し
は
、
満
席
で

入
場
を
お
断
り
す
る
ほ
ど
の
盛
況

で
し
た
。
展
示
の
中
心
は
、
「
子
ど

も
と
戦
争
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
の

本
９
条
の
会
の
「
戦
争
な
ん
か
大
き

ら
い
」
原
画
展
と
戦
争
の
頃
の
少
年

少
女
た
ち
の
パ
ネ
ル
展
示
で
し
た
。

「
掘
り
下
げ
た
展
示
に
、
戦
時
の
教

育
が
子
供
の
成
長
を
無
視
し
た
兵

隊
づ
く
り
だ
と
理
解
で
き
た
」
と
い

う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
協
賛
企
画

の
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

予
想
を
超
え
た
人
数
が
訪
れ
、
入
り

き
れ
な
か
っ
た
方
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
友
情
出
演
さ
れ

た
プ
ロ
演
奏
家
の
演
奏
、
子
ど
も
た

ち
の
歌
声
、
群
読
に
感
動
の
拍
手
が

鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

原
画
展
の
作
者
の
ひ
ろ
か
わ
さ

ん
講
演
会
、
戦
争
体
験
を
き
く
会
、

朗
読
劇
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
空
」
、
ど
れ

も
次
の
世
代
に
戦
争
の
な
い
国
を

手
渡
そ
う
と
い
う
、
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
様
、
暑
い
中
で
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
に
ご
期
待

に
応
え
る
戦
争
展
を
目
指
し
、
平
和

を
守
る
種
ま
き
を
皆
様
と
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 ２
０
１
９
年
９
月
７
日 

 
 
 

豊
田
市
平
和
を
願
う
戦
争
展 実

行
委
員
会 

 

子
ど
も
と
戦
争 

―
 

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と 

が
必
要
で
す
。
根
本
市
議
は
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
中
学
校
区
ご
と
に
増
や
し
て
、

子
ど
も
と
家
庭
へ
の
相
談
支
援
の

強
化
が
必
要
と
提
起
。
答
弁
で
は
、

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
人
材

確
保
、
財
政
面
を
勘
案
し
判
断
す
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

市
の
児
童
相
談
所
の
設
置
に
は
、

児
童
相
談
所
で
、
介
入
機
能
と
支
援

機
能
を
一
体
的
に
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
、
必
ず
し
も
効
果
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
市
の
こ
ど
も
条
例
に
照
ら
し
た

施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

       

 

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H310226A/122133/10/1/1/%8E%99%93%B6%8B%73%91%D2/0#hit1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・
新
し
い
市
長
は
、
大
企
業
と
一

定
の
距
離
を
保
ち
、
市
民
感
覚
を

も
っ
た
方
が
よ
い
。 

・
豊
田
市
中
央
図
書
館
の
管
理
者

指
定
期
間
は
、
５
年
契
約
で
は
な

く
３
年
契
約
に
縮
め
る
べ
き
。 

・
猿
投
駅
前
に
公
衆
ト
イ
レ
必
要
。 

・
渡
刈
町
に
良
い
福
祉
施
設
が
あ

る
が
（
豊
寿
園
）
、
公
共
交
通
が

な
い
。
刈
谷
市
の
高
齢
者
施
設
に

は
公
共
バ
ス
あ
り
。 

・
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
つ

い
て
良
か
っ
た
。 

・
都
心
ば
か
り
お
金
使
っ
て
、
歩

道
や
公
園
は
雑
草
が
ひ
ど
い
。 

・
交
流
館
に
よ
っ
て
子
育
て
サ
ロ

ン
の
大
き
さ
は
ま
ち
ま
ち
。
子
育

て
サ
ロ
ン
を
充
実
さ
せ
て
。 

・
市
が
力
を
入
れ
な
い
と
、
医
者

が
市
外
へ
行
っ
て
し
ま
う
。 

・
介
護
老
人
保
健
施
設
を
造
っ
て
。 

・
旧
町
村
地
域
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。 

  

市
会
議
員
の
中
島
竜
二
さ
ん
、

根
本
美
春
さ
ん
も
発
言
し
、
岡
田

耕
一
さ
ん
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

ま
し
た
。
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
社

民
党
の
田
中
九
思
雄
さ
ん
が
行
い

ま
し
た
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

来
年
２
月
の
豊
田
市
長
選
挙
に

む
け
て
、
豊
田
市
政
の
こ
と
を
話

し
合
う
会
合
が
１
４
日
、
市
内
で

開
か
れ
約
４
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
（
左
写
真
）
。
主
催
は
、
住
み

よ
い
豊
田
を
創
る
会
。 

ま
ず
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
、
住

み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
の
本
多
弘

司
・
共
同
代
表
が
行
い
、
続
い
て

会
合
が
開
か
れ
る
ま
で
の
経
過
を

小
林
お
さ
む
元
県
会
議
員
が
報
告

し
ま
し
た
。 

豊
田
市
政
に
つ
い
て
２
０
人
が

発
言
。
下
記
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
議
会
で
は
、
豊
田
市
の
図

書
館
を
考
え
る
市
民
の
会
か
ら

「
豊
田
市
中
央
図
書
館
管
理
運
営

仕
様
書
に
合
わ
せ
た
項
目
を
書
き

込
ん
だ
評
価
表
を
作
成
し
、
図
書

館
の
専
門
家
を
交
え
、
客
観
性
・

透
明
性
の
あ
る
評
価
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
２
）
指
定
管
理
者
制
度

を
継
続
す
る
な
ら
ば
、
契
約
期
間

は
３
年
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
教
育
社
会

委
員
会
で
根
本
市
議
は
賛
成
の
立

場
で
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。 

「
図
書
館
の
指
定
管
理
者
評
価
と

い
う
の
は
、
指
定
管
理
者
に
求
め

ら
れ
る
図
書
館
業
務
の
実
績
に
つ

い
て
、
専
門
性
の
あ
る
第
３
者
を

交
え
て
、
公
平
に
、
市
民
の
前
に

内
容
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
べ
き

と
考
え
ま
す
。
平
成
２
９
年
度
中

央
図
書
館
収
支
決
算
報
告
書
に
記

載
さ
れ
た
人
件
費
は
、
市
民
の
行

っ
た
情
報
公
開
請
求
に
お
い
て

も
、
市
議
会
の
質
問
に
お
い
て
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
ね

て
、
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
、
他

市
の
指
定
管
理
者
評
価
の
評
価
基

準
と
比
較
し
て
評
価
項
目
が
少
な

く
、
基
準
の
根
拠
が
明
確
に
示
さ

れ
な
い
な
ど
、
評
価
の
前
提
が
崩

れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
と
得
ま
せ

ん
。
３
年
の
指
定
管
理
期
間
が
終

わ
り
、
契
約
期
限
を
迎
え
る
こ
の

機
会
に
、
評
価
基
準
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
客
観
性
・
透
明
性
が
確

保
さ
れ
た
上
で
の
厳
正
な
評
価
が

求
め
ら
れ
ま
す
。」
と
し
て
陳
情
事

項
に
賛
成
の
意
見
を
述
べ
た
の
に

対
し
、
他
の
委
員
か
ら
は
、「
学
識

経
験
者
を
含
む
図
書
館
協
議
会
で

客
観
性
の
あ
る
評
価
が
さ
れ
て
い

る
。
」
「
入
館
者
数
が
増
加
し
て
評

価
す
べ
き
」「
原
則
５
年
の
指
定
期

間
が
妥
当
」
と
し
て
、
不
同
意
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

日本共産党豊田市委員会は１５日、消費税

率を上げないよう求めて豊田市駅前で宣伝

しました。シール投票も呼びかけ、１０％「困

る」は４３名、「困らない」は６名でした。 
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